


地域包括支援センターで活動サる保健師交流会 本土会 の 翡 1ヒに 烹寸応 し た 1呆健 B市テ舌動
～地域住民の声に耳を lと頁l十てしlきすか～

◆情報交換の内容◆

1.介護予防事業について

2.関係機関との連携
3.保健師としての役割

◆参加状況◆

年代 :20～40歳代が 80%

経験年数 :3年以下が 70%

◆参加者の感想◆

・他のセンターの活動がわかった

。自治体や地域毎に活動内容が違った

。職場の長所や短所がわかつた

。みんな同じ悩みや思いを持っていた

平成 25年 7月 20日 に開催された、地域包括支援センターで活動する保健師交流会には 18名が参加しました。

日頃の活動の現状や課題等について、情報交換や交流会を開催しました。 平成 25年 9月 21日 に開催された、社会の変化に対応した保健師活動の研修会には 45名が参加しました。

平成 24年度に先駆的活動事業交流事業に応募された豊田市の実践報告及び保健師の活動指針作成にご尽力された中
板先生から、保健師活動への熱い思いをみなさんに語られました。

○横断ミーティングを実施し、年代オご超えてグループワークを実施したため若い保健師
の生の声が聞こえるようになり、保健師のベクトアレが合ってきた。
○豊田市の保健活動の業務チャー トを作成したことで、何にどれだけ時間を費やしてい
のか可視化でき、組織体制や人員配置について見直す契機となった。
025年度は保健活動体系を変更し、統括保健師を配置し地区分担制を導入した。地区
診断には、国保 」J net医療費分析ツールを活用し、地区特性に応じた健康づくり事
業を推進していく。
○地区診断をきっかけに、地域関係者や団体から連携していきたいと連絡が入るように
なってきた。

2.講 演

3 アンケー ト結果 (回答した方 :41名 )

“
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「

報告1
・保健師が少ない
。多忙なために活動ノど見直す時間がない
。複数で保健師が配置されていても話し合う時間がない
。ケアプラン作成や二次予防事業の勧奨に追われている
。情報交換の場や専門性オど確認できる場がない

・二次予防の在り方を見直す必要性がある (勧奨の仕方、未回答者へのアプローチ等)
・専門性を確認し、専門職種としての活動を展開 (3職種同じ活動になっている)
・交流会で学んだことや情報を他職種にも伝える
。チームアプローチが大切
。地域づくりの視点を持つ

平成 25年 11月 9日 に開催された、地域職域保健師等の連携交流会には 21名が参加しました。地域と職域での連

携のあり方等について、講演や交流会を通して考える機会となりました。

<講演会「生涯を通じた健康支援のために」>
講演では、公衆衛生看護学の基本である、「木を見て森を見る、森を見て木

を見るJ視′点を常に持つこと。産業保健師は、安全体制が整っている職場か

確認する力を持つことも必要で、事業者と労働者双方の健康支援から生産性

をあげていく役割がある。中小企業事業場へは行政保健師から関わって欲し

い。今後は地域保健産業推進センターに保健師が配置できるよう検討されて

いく等の話がありました。地域と職域が交流できる研修は、看護協会だから

できることであり、今後も連携のきっかけとなる研修開催が必要という意見

をいただきました。

<交流会での意見「地域職域保健連携を推進してくために」>
保健師内訳 :行政 9人、産業 7人、学校 3名、その他 2名

東京工科大学 医療保健学部
看護学科 准教授 五十嵐千代氏

1.報告 1部署横断的ミーティングを実施して 柴川 ゆかり氏 (豊田市健康都地域保健課主幹)
2 講演 :保健師活動指針から見る新たな時代を見据えた保健師活動 中板 育美 氏  (日 本看護協会常任理事)
3 意見交換 :今、地域に求められる保健師活動について

交流会での意見

職場の中で今後の活動に必要なこと

柴川氏

地 域 職 域 保 健 B市等 の 連 携 交 流 会

047都 道府県の保健師職能委員を通して現場の声を聞き、それを
日本看護協会の意見として発信できたため、現場の声の数が指針作

成に結びついた。

●今回の指針は事務連絡ではない。厚生労働省健康局長通知で通達

が下りたため、者Б道府県知事や保健所設置市、特別区長などトップ

に渡っている文書である。

●現在は事業中心の実態があるが、どんどん事業が下りてきたため

そうならざるオご得なかった。だが、本来は住民が何を求め、何オご期

待しているかを考え、国から下りてきた事業を串刺しにして地区に

必要な支援を探していく必要がある。

●保健衛生部門は地区担当制で、地区全体を知っておくべきである。地区担当とはどんなイメージか。家庭

の中で子育て、うつ病、介護等の問題があったら、その家族を誰が見ていくのか。色々な視点を保健師は持

つているべきである。

●「誰のために、何のために」にぶれない答えを持つこと。世代を超えて指針を読みとつて欲しい。強化で

きること、改善できることを見つける。楽しいことをやるのではなく、苦しいこともやらなくてはならない。

中板氏

◆年代別◆

20歳代  4名
30歳代  9名
40歳代  8名
50歳代  19名
60歳以上 1名

◆所属◆

市町村  ■名
県    10名
名古屋市 12名
学校   3名
その他   5名
(包括、病院)

◆活動展開に必要なこと (職場)◆
・地区分担の考え方は入所年数で異なること実感している
。職場の中で、地区担当、公衆衛生看護を考えていきたい
。人事担当にもジョブローテーションの必要性を理解してもらう
。こなす仕事ではなく、何を目的に行う仕事なのかを意識したい
。若い保健師の力を引き出し、組織の中で活かしていきたい
。指針をもとに職場で語り合うことが必要
・保健師活動を目に見える形にし、誇りを持って活動したい

一生涯保健師が関われるような

ネットワークが作れるとよい。

派遣を望む。

地域の運動施設の情報提

供や行政の運動指導士の

きないか。

介護や配偶者等の理由

でメンタルで休む事が

あるので、地域と連携で

行政も連携を求めてい

ると知った。縦割りせず

に行政内でまず連携を。

退職時のセミナーで地域の

情報発信や、入社時に生涯の

健診データをまとめるファ

イルを提供できないか。

日中の災害時、在宅の母

子や高齢者の支援先と

して近隣の企業と連携

できるのではないか。




